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第1項第1調査の成績 文献
奇書ト第 1章緒 ~ 
鈎虫寄生の有無を判定する方法として直接証明法のない現在，宿主排出尿内に混在する鈎虫
卵を対象とする間接証明法(検卵法〕が最も多く用いられている。この場合鈎虫卵を対象とす
る関係上産卵を行わない鈎虫の寄生は発見することが出来ず，叉多数寄生して尿内に鈎虫卵多
数が存在する場合は別として，極めて少数寄生で尿内虫卵数も亦極めて少い場合等には時に鈎
虫卵を証明出来ず鈎虫寄生無しと誤った判定を下すこともあり得る。
一万尿内鈎虫卵数より寄生鈎虫数を推定しようとする試みも古くから行われている。つまり
宿主排出尿一定量中の鈎虫卵数を計測し排出尿 19中の虫卵数 EPG(Eggs per gram)を求
め，更に 1日排出尿内虫卵数 EPD(Eggs per day)を算出しその後駆虫叉は解剖によって得
た雌鈎虫数で、夫等を除して得た商 EPGPF(Eggs per gram per female)，EPDPF (Eggs 
per day per female)の多数平均値を指数として定め，その指数を用いて尿内鈎虫卵数から
寄生鈎虫数を推定しようとするものであるoStoll (1923)は虫卵計算法の一法を案出し (Stoll
法)尿内鈎虫卵数より寄生鈎虫数の推定は可能なりとし EPGPFを44としたoPayne，Cort 
and Ri1ey (1923)は Stoll法による野外調査を行い， 更に Hill(1923)は興味ある実験成
績を示して Stoll法の有効であることを実証した。
然し以上の推定は人(宿主)の大集団全体に寄生した鈎虫数の推定であって個人の場合には
余りに変化が大きいので、寄生数の確実な推定は出来ないと， Smillie (1921)，Darling (1922)， 
Hill (1926)等が述べて居る。
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中路(1928)は寄生鈎虫数の多少によって産卵機能に変化が生ずるのではないかと疑問を述
べ，叉平井 (1926) は畑虫について虫体の大小~こよって産卵数が増減すると記載した。
私は検卵上虫卵陰性群の実態を調査し叉腸内寄生鈎虫数と尿内虫卵数との関係及び鈎虫の発
育とその産卵数との関係を観察して興味ある成績を得れので報告する。
以上の観察を行う場合人体実験を行ってアメリカ鈎虫及びヅピニ鈎虫別に行うのが最も理想
的であるが完全駆虫，完全採虫を行うことは必ずしも容易ではなく日つ産卵を行わない鈎虫寄
生の実態調査には虫卵陰性者に駆虫を行わねばならず実際問題として人体実験を行うことは不
可能であるO そのため今回は実験動物として犬を使用し犬鈎虫に就て観察を行った。叉駆虫法
による完全採虫は期待出来ないのですべて解剖を行って採虫の完全を期した。
第 2章実験材料と実験方法
fl日和 30年 1月より 3月までの 3カ月間に行った
第 1調査と昭和 31年 2月から 6月までの 5カ月間
に行った第2調査と昭和 30年 12月にfi'った中間調
査の 3調査よりなる。
第'1調査は実験計画を立てるための予備調査的の
ものである為実験動物の例数を多くするように努め
これで大体の成績を得たので第2調査を行った。調
査の条件を出来るだけ同一にする為調査期間を冬期
のみに限定したかったが犬の捕獲が意の如くならず
第 2調査の終りは春暖の候になって了った。
第 2調査は実験動物の例数よりも検査の精度に重
点をおし、た。
中間調査は第 2調査を行う為 Stoll法の検討， 尿
内虫卵数の日差~動の観察を行った。
第 1節実験材料
第 1項実験動物の蒐集，飼育，飼料
調査に用いた犬はすべて千葉県五井保健所で捕獲
した雑種で、ある。これらの犬はし、ずれも幼犬及び老
犬を避け一見健康な成熟犬を選んだ。 第 1調査ではL
犬の大小は問題にしなかったが尿量の調整を計るた
め中間調査及び第2調査では中型の犬を選んだ。
第 1調査では先ず、捕獲した犬は雑居房に収容し 3 
--7日間ふかした甘藷を以って飼育した。恐怖心が
去って，充分な食欲のある犬を用し、た。中間調査は
捕獲した犬を実験室で飼育し夫々独居房に収容後 1
カ月以上経過したものである。飼料は上記の甘藷を
用し、たが飼料の量と尿量との関係を観察する為ふか
した直後 350gの甘藷を 1目量とし朝夕 2回に分け
て与えた。甘藷を以って飼育した犬の排世尿は良く 
消化された有形便が大部分であったが時にや L軟便
を呈するものもあり，又中には可成り大きい甘藷の
塊が混在したりじて精確な虫卵数を計測するにや斗
不{更を感ず、る場合があったので，第 2調査ではうど 
んを煮て飼料とした。うどん飼育の排世尿は甘藷の
場合と異り不消化な固形物がなく尿の性状もすべて
有形便で理想的な検便が行えた。
第 2項尿の採集法
排世尿の採集には可成りの苦心を要した。既に小
屋の中に排世しであるものでは理想的でないので早
朝犬を戸外に連れ出し，排世されようとする尿を直
接清浄なコツプに受け他の虫卵の混入を防いだ。採
集した尿は直ちに充分(10分間〉撹持した後重量を
測り検{更に供した。
第 1調査の際は雑居させた為不便を来したので，
第 2調査では夫々独居房に収容し前記うどん食を 1
目2回朝夕に与え早朝排便させ捕獲後第 4日より検
{更を行った。叉便秘した犬は調査の対象となさず確
実に 3日間連続排便を確認した犬のみを用し、 3，._5
日間連続検便した。この間排便は 1目1回であった
し且つ毎早朝殆んど同時刻に排便させ得たので、大体 
24時間の排世原量が秤量出来た。
第 2節実験方法
第 1項尿内虫卵検査
清浄なコップに採集した尿は約 10分間充分に捜
持した後次の検査を行った。
第 1調査の場合 
1)直接塗抹法 載物硝子上に少量の漉過水を載
せ楊子にて尿の少量 5--10 mgを取り漏過水と混じ
て丁寧に塗抹し 18 x18の蓋硝子で被い全視野を鏡
'検し虫卵の有無、及び虫卵数を数えた。上記検査を 6
枚繰返し虫卵陰性の場合は更に 6枚を追加した。
2)浮、説法 比重 1240の硫苦加食塩水を小試験
管に 1九程度入れこれに 3個所以上より集めた小量
の尿(約 0.5g)を混入して竹棒にて充分撹持後浮活字
液を追加し，静置後 40--60分で表面の虫卵を 18'X 
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18の蓋硝子で取り全視野を鏡検した。上記検査を同 無かったと思っている。叉第2調査では電殺の前日
時に 6本実施し虫卵陰性の場合は更に 6木を追加し より飼料を与えず腸管内を空虚にして採虫に{更なら
た。 しめた。探虫した鈎虫の過半数は腸管内で腸壁に攻 
3) Stoll法 大体原法に準じたが関持した原の 著してし、た。 
5個所以上の部分より尿を集めるよう努めた。総量 第 3項虫休検索方法 
3gの尿を精確に秤量し N/W NaOHを加えて 45 cc 採集した犬鈎虫の体長，体重の測定及び虫体内の
とし小硝子球 10個を混入振議問持した後約 8時閣 虫卵の有無，虫卵ある場合は大休の数及び分裂の程
時には 24時河放置後再ひ充分振議撹持後ピペット 度等を顕微鏡下で検索した。街休長体重の測定は第
にて 0.15 ccを取り，これを 3枚の載物硝子上に分注 2調査のみで、ある。先ず腸管より採集した虫体を直
し夫々を 24 x92の大蓋硝子で被し、虫卵の有無、及び ちに 0.9%食塩水にて洗日産し体表に附着した粘液や
虫卵数を数えた。ストール管 1管 1同検査である。 腸管内容物等の異物を除去した後， ~慮紙の上で虫休 
4)培養法 瓦培養法を行った。具った場所3個 を転がし体表の余分の水分と異物を取ってから虫体
所以とより集めた尿を精確に 0.5g秤量して瓦上に が充分収縮した所でイ本長の測定を行った。体長の測
薄く塗り 280Cの府卵器に収め約 3週間後勝化した 定後前記石崎式簡易徴量計を用いて体重の測定を行
仔虫を集めその数を数えた。一つの尿から 3枚の培 った。以上の測定を終った鈎虫は 1匹ずつ 0.9%の
養を行ったが仔虫陽性の場合は 1枚のみ鏡検し陰性 食塩水を入れた硝子容器に保存し採虫終了後虫休を
の場合は 3枚全部鏡検した。尿を採集してから培養 鏡検し性器内の虫卵の状況を調査したの検便，採虫
に至る時間は 2~3 時間である。 共1日3頭を限度とし電殺後採虫までの時間は 2時
第 2調査の場合 間から 10時間位であるが，寄生鈎虫数の多い場合は
採便後全尿量を精確に秤量し次後の EPD及び 20時間位経過したものもあるのこのような場合でも 
EPDPFの算出が出来るようにしてから検査を行つ 鈎虫の大部分は生きており腸壁に校著しているもの
た。 が多かった。向寄生鈎虫は全部犬鈎虫であった。
1)直接塗抹法 石崎式簡易微量計を用いて尿量 第3章 みかけの陰性とみのがし
2mgを精確に秤量して虫卵数を求め EPG，FPDを 第 1節 みかけの陰性とみのがしの定義
算出出来るようにした他は第 1調査の場合と同じ。 鈎虫の感染を受けているかどうかを判定するのに
2)浮隊法 第 1調査の場合と同じ。 尿内の鈎虫卵を対象とする検査法が最も普通に用い 
3) Stoll法 第 1調査の場合と同じ。 られてレるが，虫卵を対象とする関係上産卵を行つ
め培養法 培養尿量 0.5gでは嚇化率が思し、の てし、なし、鈎虫のみが感染している場合は何回検査を
で尿量を 0.2 gとし培養期明は大体7日間とした。 繰返しても虫卵を発見出来ないのは当然である。こ
第 2項虫体採集方法 のように鈎虫の感染を受けてし、るにもか Lわらず，
上記各検査を終了した犬は電殺器を旬、って電殺し }r')虫が産卵を行ってし、ない為に尿内に虫卵が存在せ
直ちに開腹後食道の一部より匹FfJに至る消化管を各 ず為に検卵法によっては虫卵陰性と判定され駆虫叉
臓器より分離して取出し寄生犬鈎虫体の採集を行つ は音IJ検によって虫体寄生が証明された場合をみかけ
た。第 1調査及び中間調査の際は取出した消化管を の陰性と呼ぶ。
胃，小腸，大腸の三つに区分切断し夫々を細L、簡の 然し事実上検卵方法そのもの L検出能力にも夫々
上に載せ，その上端(頭側〕より切開いて丹念に虫 限界があり，叉検査者の技術の拙劣等によって宿主
体の発見採集を行い，全虫体採集後更に簡上にてよ 尿内に虫卵があってもこれを発見出来ず虫卵陰性と
く消化管を洗練し見落して未採集に終った虫体の発 判定される場合は，みかけの陰性とは明らかに異つ
見を行った。然しこの方法では時間もか Lり且つ筒 た集団に属するものであって検査浪れとして見逃が
の目より落ちる虫休皆無とは云L、難レので，第2調 された場合である。我々はこれをみのがしと呼ぶ。
査では簡の代りに解剖ノミットを使用しその中に薄 みかけの陰性があらわれるのは，雄の単独寄生，
い丈夫な板を置きその板の上で腸管の切開採虫を行 雌が寄生していても幼若叉は老衰していて産卵を行
った。更にこの板に長さを示す目盛りをつけ虫体寄 わない場合で検卵法では絶対に虫卵を発見出来ない
生部{立が十二指腸上端より何 cmにあるかを記録し 場合であるの
た。このようにして第2調査では虫体の採集洩れは みのがしの場合は虫体側の条件，検査法の謹慧，
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尿側の条件，検査者側の条件等色々な因子カ功日わっ 浮波法 6オミ値，塗抹法 6枚値によって虫卵を証明
て起ってくるが尿内虫卵密度が小の場合，即ち排刑: 出来なかった犬は 21顕であるので，みかけの陰性は
j采 l量が多いとか下野n便であるとか叉は寄生鈎虫数が 突に 42.9%の高率を示したの培養法 3枚値による仔
非常に少し、とか産卵周期があれば産卵数の減少して 虫陰性群は 20頭で、みかけの陰性は 45.0%である。 
し、る時，或は物理的化学的影響等により産卵機能が Stoll法によって虫卵を証明出来なかった犬は 22頭
減退している場合にはみのがしは当然増加する。 でみかけの陰性は 40.9%である。この数字は検卵法
一方不受精卵のみを産卵してし、る雌鈎虫のみが感 を繰返し行って鈎虫卵陰性と判定したもの L中約半
染している場合に就いては今回はみかけの陰性とし 数に鈎虫感染のあった事実を示している。叉みかけ
て取扱勺た。即ち雌の単独寄生或は雌堆共棲してい の陰性 9例は表  1に示す如く堆単独寄生が 2頭他の
ても堆が幼若叉は老衰の為性能力を持たない等の理 7l1Jiはすべて雌の単独寄生でそれら雌の虫体内には
由によって受精の機会のない場合であるが， Beaver 全部不受精卵と忠われる虫卵を包蔵していたので，
(1952)，川本(1952)，森下(1955)，伊佐(1956) 限内の不受精卵が容易に検出されるようになればみ
等の業績によっても，不受精卵は明らかに宿主腸管 かけの陰性は激減するであろうことを予想させるも
内に産卵され排世尿中に混在するものであるが，受 のである。
精卵と異り卵細胞の，.~性は速かに進行し卵殻の抵抗
力は弱く恋形叉は破壊され易<，排背任原中に之を証
明することは実際問題としては可成り困難ではない 寄生鈎虫
かと忠われるので，今回は一応みかけの陰性として の数と性別
取扱うこととした。然し不受精卵の検出が良くなれ 犬 の数J
ばこれは当然みのがしとして取扱われる性質のもの
である。 叉雌の単独寄生が雄の単独寄生に比して可成り高
以上みかけの陰性の定義及び起り得る可能性に就 率を示したので、寄生総鈎虫の雌堆比を調べてみると
いて述べたが，みかけの陰性に対してみかけの陽性 椎 142匹，雌  320匹，雌を 100とすると椎 44.4。雌
とも云うべきものがある。即ち実際には寄生がなく 堆共楼の場合は堆 140匹，雌  304匹。雌  100に対し
て尿内に虫卵を証明する場合である。飲食物その他 雄 46.1。雄雌単独寄生の場合は堆 2匹，雌 16匹，雌
を介して消化管を虫卵が通過したと思われる場合  100に対し堆 12.5であった。
で，野外め汚染環境に生活する犬に於ては時に遭遇 みのがし即ち虫体内に受精卵を包蔵し産卵を行つ
するものであるが，今回は之にはふれない。 ていると思われる鈎虫が寄生してし、ながら検卵法で
第 2節 みかけの陰性とみのがしの頻度 は遂に虫卵を証明出来なかったものは次の如ぐであ
第 1項第  1調査の成績 る。浮昨法 6木値及び塗抹法 6枚値の成績では  3
調査を行った犬は総数 47頭，解剖によって鈎虫の 頭，上記検卵法による虫卵陰性群 21頭中 14.3%，培
寄生なしと確認した犬 9頭 19.1%，鈎虫寄生ある犬 養法では 2頭で仔虫陰性群 20頭中 10.0%を占めて 
38頭 80.8%である。このように鈎虫寄生陽性率が しる。
極めて高率であるにもかふわらず個々の犬に寄生し みかけの陰性と異りみのがしの場合は検卵法の精
ている鈎虫数は意外に少し寄生鈎虫数 10匹以、内の 度，検査の繰返し尿内鈎虫卵の分布及び密度，検
犬 27頭は全体の  57.4%，鈎虫寄生陽性群の 71.1% 査者の技術等によってその発現率は可成り斐動する
を占めた。中でも寄生鈎虫数 5匹以内のものは  20 ものであるが，今回の成績からみると最もみのがし
頭もあり全体の 42.6%，鈎虫寄生陽性群の 52.6%で の大きし、のは塗抹法 1枚値で最もみのがしの小さい
小数寄生が極めて多かった。 のは培養法 1~3枚値であった。剖検で鈎虫の雌雄
みかけの陰性即ち産卵能力なき鈎虫の寄生を受け 両性が発見されその雌体内に受精卵が確認された
検卵法によって虫卵を発見出来ず解剖によってはじ 29頭に対する各種検査法のみのがしの百分比を示
めて鈎虫寄生のあることを知った犬は全部で 9頭， すと図 1の如くである。叉塗抹法 6枚値，浮肱法 6
全体の 19.1%，鈎虫寄生群の 23.7%を占めた。この 本値でのみのがし 3例中 1例は培養法で仔虫を検出
みかけの陰性が各種検卵法別の虫卵陰性群二中にどの し1例は寄生局所腸内容の塗抹で分裂卵を検出し I
位の比率を占めるかと云うと次の如くである。 例は合方法とも虫卵陰性であった。又浮説法塗抹法
10 
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図1. 表 2.
寄の数生と鈎性虫別
合 
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1 1 3 I1 5 
20ト I I 
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I I I I I I I I I I 第 3節小括並に考按
I 1.ぅ u u u u l_  今回の私の成績によればみかけの陰性は検卵法によって虫卵陰性と判定したもの L半数を占めていて
j設 コ< 
宅f を1k
主水7τ位竺穴主 
4F tdt[f、 
ー抹 4持
1ト
然もその大部分が不受精卵と思われる虫卵をその虫
査情 法 Yfjν ミ一
一
法
1ょ 休内に包蔵している雌鈎虫の寄生によるものであっ，" je( 
値 fj( IFぇ 4f直z vftz司
6回繰返しによる虫卵検出率の増加(みのがしの減
少〉は，当然虫卵が発見されて良い 29例中浮説法
では 1本値 24/2'.) = 82.75%，2本値 25/'29 = 86.20%， 
3本値 261却=89.65%となり，検査の繰返しによっ
てもそれ以上検出率の増加はなく塗抹法では l枚値
211畠9= 72.41%，2枚値 24/29= 82.75%，3枚値 26/29
= 89.65%となって両法とも繰返えしによる検出率
の増加(みのがしの減少〕を示したが， 3回値で一
定し 4回以上 6回までの繰返しでは遂に陽性の増加
はみられなかった。叉みのがしの現われた犬の感染
鈎虫数は成熟雌 1~2 匹の少数寄生で、あった。
第 2項第2調査の成績
調査の対象となった犬 28頭中解剖によって鈎虫
の寄生なしと確認した犬は 1頭他の 27頭に鈎虫の
寄生を見た。鈎虫感染率 96.4%。みかけの陰性を示
した犬 4頭、 14.3%であ勺た。然しこの 4頭の中 2頭
に鈎虫卵らしきものを尿内に発見した。即ち実験動
物番号 103(雌鈎虫 1匹寄生，虫休内に不受精らし
き虫卵あり〉は塗抹法 30枚中 2枚に鈎虫卵らしき
もの 1個ずつを発見し 116番の犬では(堆鈎虫 1
匹，雌鈎虫 3匹寄生，雌虫体内に分裂卵なく不受精
卵と 恩われる虫卵ありJ浮訴法 12木中 2木，塗抹法J
12枚中 1枚に夫々 1伺ずつの虫卵らしきものを発見
した。これら鈎虫卵と思われるものは斐性安形が強
く果して確実に鈎虫卵で、あったかどうかに就L、ては
向疑問の点を残してしる。 
今回の成績も前回と同様検卵法による虫卵陰性君主 
中に占めるみかけの陰性の比重は極めて大きかっ
た。叉みかけの陰性4例中表 2に示す如く堆鈎虫の
単独寄生は 1例である。叉今回は受精卵を虫体内に 
包蔵する雌鈎虫の寄生があって検卵法により最期ま 
で虫卵をみのがした例は皆無で、あった。このことは 
後述するように第 1調査の場合と黒り尿内虫卵密度
が大であった為と思われる。
た。鈎虫不受精卵が尿内から容易に発見出来ればみ
かけの陰性は減少する。
長野(1956)は畑虫について虫卵陰性者群に駆虫
を行い確実に排虫を検査した 65名中 61名に排虫を
みたことを報告し宮川は同様畑虫卵陰性者群に駆
虫を行って約半数に排虫のあったことを報告してい 
る。 
今回の私の調査では予想以土にみかけの陰性が多
かったけれども，これは鈎虫感染率が極めて高率で
あったにもか Lわらず個々に寄生する鈎虫数が少な
かったことにも一因があると思われる。通常感染率
が高くなれば感染濃度も高くなって，大略感染の広
さと深さは並行するものであるが，上記の現象は白
然環境下に於ける犬鈎虫の感染時期の問題及び犬鈎
虫の寿命とも大いに関係があるのではないかと思わ
れる。
みのがしに就いては検卵法の種類及び繰返し尿
内鈎虫卵の分布とその密度等によって左右されるも
のであることを示した。叉今回の調査では直接行わ
なかったけれども検査者の技術差，健康状態，心理
状況等検査者側!の条件によっても差を生ずるものと
想像される。
第4章寄生犬鈎虫数と産卵機能との関係 
鈎虫が宿主腸管内でどのように産卵を行うかは来
だ充分に解明せられておらず僅かに宿主の排刑:尿中
に混在する鈎虫卵数より窺い知るにすぎなし、。
Stoll (1922)ははアメリカ鈎虫に就いて EPGPF
(Eggs per gram per female)を求め之を 44とし
た。つまり 1匹の雌アメリカ鈎虫は 24時間で宿主
排世尿 19中に 44個の産卵を行うと云うのである。
Hill (1926)は Stol1の成績を追試し EPGPFを
18.3としたの中路(1928)はヅビ、ニ鈎虫について
EPGPFを 150とした。然し何れの成績をみても平
均値のまわりのちらばりは犬きな~動を示してし、て
単一の指数を以って EPGPFを定めたことに疑義
第 3号 町田: 原内虫卵数と犬鈎虫の寄生数並にその大きさに関する研究
を感じさせる。
私は犬鈎虫の寄生数の多少によって雌の産卵がど
のように斐化し，叉虫体の発育と産卵機能との関係
並びに寄生総数と虫体発育との関係に就し、て調査し
た。この調査を行う前に予備実験として次の実験を
行った。
第 1節予備実験
第 1項 Stoll法による EPGの日差愛動
第 2章で中間調査と云ったものである。 Stollや 
Hi1lも指適したように Stoll法によって同一排世
尿内の単位体積当q虫卵数を推定する為の必要にし
て充分な標本数は幾つか，或は同一宿主に就いて全
尿内虫卵数の日による愛野Jを推定する為には 24時
間を単位とした排1m:尿を幾日間計測すべきか。この
ごつの問題は以後の私の実験にとつで極めて重要な
問題である。然るに以上の問題を決定する為には少
くとも同一被検体に対する検査誤差を可能な限り小
ならしめ且つその誤差範囲を把握Lておく必要があ
る。
以上の見地より次の二つの実験を試みた。被検体
としては 3頭の犬をふかした甘藷を以って飼育し確'
実に 24時間毎の排世尿を採集して用レた。
先ず第 1に Stoll法による同一管内の検査
誤差及び尿の部位による虫卵数の愛動を知る 36000 
為に Stoll管 3木に同一排世1保より夫々 3g
32000 
の尿を取って検査液を作り，各管より三つず
28000 
1-24000 
つの標本計九つの標本を作成して鈎虫卵数を
計測し各標本聞の誤差愛動を観察した。第 1
20000 

回の計測は昭和 30年 12月8日，第2回は翌
-16000 

々10日に行い EPGの日による安動と同一 

12000 

尿より作った標本間の斐動との差を観察し
表 3.

RU q aO口 
Al 
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みると，偶然の誤差~動に比べ級内，級問~ 
動とも有意の差は認められなかった。即ち 1

管内の検査誤差は小さく叉部位による尿'内虫卵密度

にはl大きい~動のないことが確認された。然るに第
1回と第2回検査を比較してみると 3例とも極めて
 
大きい差を示し明らかに有意の差が認められた。そ

こで同一犬を用い 14日間の連続検査を実施し EPG

の日差愛動に就いて調査した。 EPGの計測には 1

管 3標本の作成によってその平均値を求めること L

した。この時の数値を表4に示しそれを棒グラフで

示したのが図 3である。これによってみても EPG

の日による愛動は非常に大きく 1管 3標本聞の変‘動

た。表 3及び図 2はこの時の数値を示したも
φiPUPAFU
のである。この数値を二元配値法で検定して た 一 一
川市目 ~~~II MB 

8坐一一~ il/XB A当 10/~ 
AI 
はそれに比べて小で、あることが分った。中路によれ
ば産卵数の増減には一定の周期はないとし H i1は 
1日以上の原に就し、て計測された EPGの数値はそ
の精度を増加すると記載した。
飼料の重量を同一にし水分の補給も亦同一条件と
したにもか Lわらず尿量は日によって大きく斐動し
甚だしきは 10倍以上にも及んだ。即ち一定時間内
の飲食物の摂取量と排出:される尿量との問には一定
の関係は成立しなかった。か Lる尿量の不規則性は
例え鈎虫体からの産卵が恒常的に行われたと仮定し
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表 4.
動物|採便 EPG li動物|採使 EPG 
番号|月日 第四i 第 1回[第2回 l第 3回 i平均第 2回|第3回(平均同引月日 
16/XlI 10800 I 8400 I 9400 I 9530 
17/ 13800 I15500 I13700 I14330グ 
18/グ 13600 I13700 I12300 I13200 
19/ 1 3900 I 3800 3900 I 3870 
20(// 7100 I 8700 I 8100 I 7970 
12600 I12100 I13500 I12730 / 21/ 
A1!22fp 17200 I18800 I2120o I19070 
1 
23/// 1400 33500 32100 32330 I16/却|12000 I13000 I11700 I122301 1 1 li 
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動物番号 入1 k ~ 
ても尿内虫卵数変ー動の原因となることは容易に首肯 と尿量との相関係数は -0.473で 95%の信頼度に
.きれるところである。 於て負の相関が認められた。然し当然のこと Lは云
上記 EPG の日差~動と尿量との関係をみると図 え EPGの日差が生ずる要因は尿量以外のものにも 
4の 1--3の如くである。これより EPGと尿量と 求むべきである。
は或る程度負の相関のあることが推定される。殊に tJ，、上の成績より今後 5to11法の虫卵算定はすべて
実験動物 Alに於て著明である。以上3例の EPG 1管 1標本によること Lし，連続検査は理想的日数
•• 
•• 
•• 
• 
第 3号 町田: 尿内虫卵数と犬鈎虫の寄生数並にその大きさに関する研究 E - u  DO hd戸 
o0 40 80 120 160 200 240' 280 320 
→ EPG/I00 
円ついて結論を得なかったので次後の調査は 3--5
日間の連続検査を行うこと Lする。
第 2項 メタアクリール樹脂球の
尿内密度と日差~動
24時間内に 350gの飼料と一定量の水分を補給し
ても排慨される尿量は一定でなく日によって大きく
愛動することは元に述べた。こ Lでは大きさ及び比
重がや L犬鈎虫卵より大きいメタアタリール樹脂球
を利用しこれの一定量を経口的に犬に与え排世尿内
に現われる球数を Stoll法及び塗抹法を以って計測
しずこ。
実験に使用した動物は第2調査の No.118より 
No. 129に至る 10頭の犬である。党ず樹脂球を化
学天秤にて秤量し小型の膝球内に収め，朝夕 2回の
食事時に確実に臨球 1個ずつを食べさせ第3日より 
検{更を行った。謬球 1個中には樹脂球約 10万個 
(101931.4個〉を含み 24時間内に約 20万個の樹脂
球を飲ませた。
検査は 3日間連続行し、設抹法6枚i但及び Stoll法
である。この標本は第2調査の標本と同じもので鈎
虫卵数と樹脂球数とを同時に計測した。
横川(1956)は分島法改良法としてメタアグリ-
;1-樹脂球による虫卵計算法を発表し 1日3回2週間
連続服用後の樹脂球排情状況を観察し最終服用時'
から 12時間後の尿内にほど 1日の服用量に匹適す
る樹脂球が発見されると記載した。
表 5は私の実験成績であるが 1日服用量 20万個
の樹脂球に対し Stol1法では 3日間の平均 1日排出
球数は最小 No.119の28600個，最大 No.126の 
88733個，塗抹法では最小No.119の22333個，最
大 NO.120の72483個となり各 1日の排出球数をみ
ても Stoll法で最小0，最大 123900個，塗抹法で
は最小 0，最大 102000個となり 1日服用量に達する
ものはなかった。叉 0を記録した犬は NO.119で検
便第 1日で Stoll法及び塗抹法共に樹脂球は発見出
来ず鈎虫卵のみを検出した。
叉排出樹脂球数は第 1日，第 2日，第 3日と次第
に増量するわけでもなし、。このように飼料を一定に
しても尿量は必ずしも一定でなく(尿の性状は有形
使でほ Y一定〉又一定量の樹脂球を服用させても排
世尿内樹脂球数は一定しない。
これらは樹脂球の服用量，服用回数，連続服用日
数及び個体差等によるものであろうが，一定期間内
に産卵されたものが必ずしも一定期間内に排世尿中
に含まれるものでないことを示している。
第 2 節寄生数による産卵数の~化
第 1調査では 47頭の犬を調査の対象とし解剖に
よって鈎虫寄生を確認した犬 38頭，寄生鈎虫総数 
462匹，堆鈎虫 142匹，雌鈎虫 320匹であった。そ 
のうち Stoll法によって鈎虫卵を証明出来た犬は
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表 5. 25頭，総寄生鈎虫数 436匹，椎鈎虫 138 lZ!!，雌鈎虫 
298匹，この雌鈎虫の内虫体内に分裂卵を包蔵する
蜘|検査「量塗抹法(スト刊 ものは 281匹。この虫体内に分裂卵を包蔵する雌鈎
番号月日(叫 BPGI BPD IBPGI BPD 虫は EPGPFや EPDPFを決定する為の基本の雌
15/V 68 1400 95200 900 61200 
118 116/V 45 900 40500 1500 67500 
17/V 60 1000 r 60000 1 900 54000 
平均 1100 I 65233.3j1100 60900 
。 。 
119 1 .LVI • 1山|叩o 1 38800 1 400 38800 
1000 47000 
350 1 22333.31 466.71 28600 
EPGは200から最高 41000 
高 560である。 EPGと寄生基本雌鈎虫数との関係
鈎虫であるので，これを基本雌鈎虫と呼び基♀と
略記する。第 1調査で使用した犬に寄生した基本雌
鈎虫は表6に示すように 1匹から最高 78匹である。 
EPGPFは 14.3から最
は図 5の如く小数寄生に於ては順相関を示して寄生
数の増加により EPGは急速に事加するがやがてそ
の勾配は次第に緩くなり， EPGと寄生雌数との関
係は小数寄生と多数寄生とでは異った関係にあるこ
とを示している。叉 EPGPFと寄主数との関係は
図6に示すように寄生数の増加によって急激に減少川川;;;3;;;7;;;3 16/V 1 80 1 850 i 68000 1 600 1 
し多数寄生に於てや L一定の値を示すかのようであ
表 6. 
Stoll法 
N犬o|  
♀ 合 ♀ 
基 
1 2 1 3 400 400 
10 1 1 1 2 200 200 
'1 8 。10 10 1000 125 
12 
9 
5 2 5 7 900 180 

15 
 4 3 4 7 200 50 

16 
 3 3 3 6 800 266.7 
19 10 7 10 17 1600 160 

21 
 800 160 

25 

5 3 5 8 
3900 354.6 
26 
11 11 12 23 
28005 5 5 10 560 

28 
 900 22.5 
30 
40 14 40 54 
8 3 8 11 2700 337.5 
32 5 1 6 7 500 100 

34 
 500 250 

35 

2 3 2 5 
26 9 28 37 1500 57.7 
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300 
法によって鈎虫卵を証明した犬 頭に寄生した総23
758 309 449鈎虫数は 匹，雄鈎虫 匹，雌鈎虫 匹，雌
• 
60000 
50000 
40000 
，あっても子宮内に分裂卵を認めなかった
luu 45雌鈎虫は 匹であった。o 10 20 30 40 50 60 70 ilO 
Stoll EPGPF 418.3 1法による の総平均は で第→基♀数
7.図 
る。
•70000 
がないか
1
EPG 100に対し堆 68.8であり，雌鈎虫の中卵巣内に虫卵
→ 
以上の関係は全寄生鈎虫数に
就いても同様の結果がみられ
た。然し第 1調査では 24時間
の排世採量を秤量しなかった為 
EPD及び EPDPFに就いて検
20000 
討出来ず，叉その他不備な点を . 
改めて第2調査を行い以上の成 • 
績に就いて更に検討を加えた。
第 2調査に使用した犬は 28
頭，解剖によって鈎虫を確認し
た犬 27頭，そのうちみかけの陰
性 4頭，原に虫卵を発見し寄生
•
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3000 -
•鈎虫数と産卵との関係を観察出
来た犬は 23顕である。 37頭に
寄生した総鈎虫数は 774匹，堆
鈎虫 316匹，雌鈎虫 458匹，雌 
100に対し堆 68.0である。基本
雌鈎虫(虫体内に分裂卵を包蔵
するもの〉は 404匹，叉後述す
るように虫体内に全く虫卵を欠
除したり叉は卵巣内には多数の
未熟卵があるも子宮内には殆ん
ど虫卵がなく分裂卵は全く存在
しなかった雌鈎虫は 54匹であ
った。みかけの陰性を除き検卵 
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図 8. t間の平均値である。針j虫の体長，
300 • 
体重はすべて基本雌鈎虫の平均値
である。
200 第 3節鈎虫体の発育と
産卵機能
100 r 
90 • 
第 2節に述べた如く鈎虫の産卵
機能と寄生匹数との関係は逆相関
80 
70 
40 
• 
• 
を示し，一宿主内で、の寄生数の増
加は 1雌当り産卵数の急激な減少
を示した。寄生数の増加fこよる産
30 1-
• 
• •.. • . 
卵機能の低下は，寄生数の増加に
よって各虫体の発育も亦障害され
るのではないか色想像される。私
は虫体発育の指標として体長及び..-.・
  
 休重を選び両者を測定して寄生数
7 
6 
5 
4 
D3 
工庁1 2 4k
9 
8 
PE 
7b
• 
. 

との関係，産卵機能との関係に就
レて観察を行った。
先ず鈎虫体長と寄生数との関係
をみると，図 11の如く寄生数の増
加に従レ体長は次第に短縮され，
産卵数との関係にみられた如く約 
15匹前後の寄生からほぼ一定の数。 d戸 10 15 20 25 30 35 40 100 	 110 
→	 A ♀j{j!U数 値を示すかの如〈である。体長と
寄生基本雌数の対数との相関係数
調査の EPGPF187.2に比べて約i2.2倍である。 は -0.311，95%の信頼限界上限 +0.15，下限 -0.65
第 1調査の場合と同様 EPGと寄生鈎虫数との関 である。
係をみると図 7の如く小数寄生に於ては寄生数の増 体重と寄生匹数との関係も図 12に示す如〈休長
加により EPGは急激に増加の傾向を示すが基太雌 と寄生数との関係と全く同様の曲線を描いている。
鈎虫数 15匹前後より増加の傾向は少くなり第 1調 体重と寄生基木雌数の対数の相関係数 -0.346，95 
査の場合と全く同様の関係がみられた。 EPDと寄 %の信頼限界は上限 0.12，下限 -0.67である。
生鈎虫との関係に就L、ても図 8に示す如く EPGの 以上の関係は基本雌鈎虫数別にみたので、あるが，
場合と同様で、ある。図は基本♀鈎虫数との関係を これを各犬の総寄生鈎虫数別にみると図 13，図 14
示すが総寄生鈎虫数との関係も同様の曲線を示す。 に示す如く今まで述べたと殆んど同じ傾向を示して
叉図の虫卵数は::3toll法によるものであるが塗抹法 しる。つまり寄生数の増加は鈎虫の発育に悪影響を
によるものも亦同様の曲線を措くのでι下すべて鈎 与えていることが分る。然L寄生数が増加しでもそ
虫数は基木雌鈎虫数，虫卵数は Stoll法によるもの の発育及び産卵機能は極端に小さ〈なるのではなく
を以って図示する。 或る一定の数値以下にはならなし、。犬を用いた実験
表7は第2調査の平均成績表である。 例によると多数鈎虫を感染させて宿主が舞死する場 
EPGPF及び EPDPFと寄生鈎虫数との関係は図 合でも鈎虫体は小数寄生の場合より発育は悪いとは 
9，10に示す如く寄生鈎虫数の増加により EPGPF 云え充分に成熟L産卵を営んでし、ることをみても上
及び EPDPFは急激に減少する。即ち鈎虫 1雌当 記の関係は説明される。
りの産卵数は寄生数が少い程多く，寄生数が増加す 次に鈎虫体の発育と産卵機能との関係をみると図
るにつれて急激に減少してゆくことが分る。この傾 15，図 16に示す如く虫体が小さくなると共に産卵数
向も第 1調査の場合と同様である。 も少くなってゆくことが分る。つまり鈎虫体の発育
命表 7に於て塗抹法， Stoll 法，培養法は 3~5 日 と産卵機能との関係は順守目関を示し，寄生数の増加
瀦ω'hw
表 7. 
， -+占占 f可 ， _，.晶 r、 f 
塗 抹法 | ス T ール法 | 培養法 
，、ー 
FPG EPGPF EPD EPDPF， EPG EPGPF EPD EPDPF I LPG LPGPF LPD LPDPF 
J 、-~
101 2 1 2 3 3.15 10.8 880 440 68100 34050 1440 720 110800 55400 1460 730 112430 562-15 
105 14 6 17 23 1. 6 8.3 3700 264.3 188090 13435 4240 302.8 213140 15224.3 3126 225.9 160127 11435.7 
106 6 2 12 14 1. 9 9.6 2790 465 122340 20390 3320 553.3 145440 24240 2307.5 384.6 124577.5 20763 
107 10 4 .13 17 1.9 8.7 3150 315 104850 10485 3760 376 127900 12790 3054 305.4 101648 10164.8 
108 4 6 6 12 2.1 10.0 750 187.5 74470 18617.1 1220 305 113480 28320 1063 265.8 100759 25189.8 
109 11 10 13 23 1. 2 7.8 6420 583.6 200460 '18223.6 8120 738.2 259480 739.0 201443 23323.9 
110 8 4 8 12 1. 8 8.9 1940 242.5 112530 14066.3 3040 380 183100 22885.7 I 3287 410.9 199110 24888.8 
112 9 4 9 13 1. 5 9.2 5466，7 607.4 120400 13377.8 6200 688.9 137700 15300 3436.7 381. 9 81335 9037.2 
113 8 5 9 14 2.1 9.7 2200 275 177583.3 22197.9 2800 350 220000 27500 3413.3 426.7 259475 32434.4 
114 4 1 4 5 1.6 10.3 350 87.5 22633.3 5658.3 500 125 29533.3 7383.3 598.3 149.6 38403.3 今 9600.8 
115 6 3 6 9 1. 6 9.0 800 133.3 19316.7 3219.4 1133.3 188.9 28000 4666.7 1135 189.2 27986.7 4664.5 
117 20 7 20 27 1. 3 8.1 7200 360 346766.7 17338.3 12600 630 610333.3 30516.7 9941. 7 497.1 455070 22759.5 
119 33 28 34 62 1.1 7.3 3850 116.7 215450 6528.8 4766.7 144.4 276033.3 8364.6 4525 197.1 251491. 7 7621 
120 9 6 16 22 0.84 6.9 450 50 37633.3 4181. 5 266.7 29.6 23566.7 2618.5 486.7 54.1 41161. 7 4573.5 
121 13 10 14 24 0.95 8.2 2366.7 182.1 74283.3 5714.1 3233.3 248.7 96733.3 7441 '3916.7 301. 3 113583.3 8737.2 
122 7 7 7 14 1. 7 8.8 7150 1021. 4 172000 24571. 4 10133.3 1447.6 242666.7 34666.7 9563.3 1366.2 230915 32987.9 
123 21 15 21 36 1. 3 8.0 2166.7 103.2 137300 6538.1 2400 114.3 147500 7023.8 2951. 7 140.6 184155 8769.3 
124 29 19 31 50 1. 0 8.5 7166.7 247.1 159716.7 5057.5 7500 258.6 169833.3 5856.3 7565 260.9 174000 6000 
125 6 12 13 25 1. 1 7.8 1333.3 222.2 96666.7 16111. 1 1766.7 294.5 134500 22416.7 1945 324.2 140178.3 23364.7 
、126 5 14 8 22 1. 1 8.8 1550 310 102473.3 20496.7 1800 360 130500 26100 2260 452 152055 30411 
127 40 33 41 74 1. 5 8.5 12683.3 317.1 781350 19533.8 16966.7 424.2 1043900 26097.5 21155 528.9 1300855 32521. 4 
128 30 21 32 53 1. 5 9.2 6900 230.0 416700 13890 8333.3 277.8 514066.7 17135.6 10651. 7 355.0 671313.3 22377.1 
129 108 91 113 204 1. 9 9.8 57200 529.6 '3115200 28844.4 1 71500 662 3075166.7 28473.8 70545 653.2 3072318.3 28447.4 
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図 15.	 の，表中受精卵と記載してあるもの，②子宮内に分
同 
12 裂卵が証明されず充分成熟したと思われる卵で卵細
11 	 . 胞が充実像を示し未だ明らかな愛性を示さないものを有する場合，表中不受精卵と記載，③卵殻極めて
10 
• 
•@ 	
非薄にして外力に対して容易に愛形し一見未熟と思
.  
。..
 われる卵を有する場合，この場合は子宮内に卵を認9 t-・ @
@ めることは比較的稀であって多くは卵巣内のみに卵
•

@ 
@ 
•. 
0基 が充満してしる。表中未熟卵と記載，④虫卵として8 
@
・
♀ 
鈎 の形態を有するものを認めない場合，表中卵なしと昼'!27i- 記載。以上 4彊類に大別してみると，①(受精卵〉
1 2 4 5万 に該当する雌鈎虫は 4041;U:;②(不受精卵〉が 19匹
EPDPF 
mm。。 
③(未熟卵〉が 171LC④の虫卵を全く記めないも
図 16. の9匹である。これらの雌鈎虫を休長及び体重別に
3.0 
• 	 観察してみると表 8，.表 9の如く，受精卵を包蔵す
2.8 	 るものは体長 7.0mmより 11.9mmに至るものが
2.6 	 最も多〈殊に 8.0mmより 9.9mmの間にあるもの
2.4 
は232匹で 57.4%を占め最も小なるは 5.2mm，最
..・. 
1.8 
•@i 1.6 
mgの間のものが最も多く，中でも1.0mgより1.9
mgの間にあるものは267匹で 66.19るを占め最小は
 
••• -・ 基 1.4 
• 
. 	
0.4mg，最大は 3.2mgで、あった。
• •
210Eナ習mE08 。
2.2 
大は 14.5mmで、あった。体重では 0.5mgより 2.42.0 
@ 
• • •-
。。 2 4 5万
→ EPDPF 
によって鈎虫体は次第に小さくなり産卵機能も亦衰
えてくると思われる。 
EPDPF と体長との相関係数は +0.447，95%の
信頼限界における上限は +0.73，下限 0であって，
危険率 5%における有意水準 10.399 Iで EPDPF
と休長との間には順相関が認められる。
叉 EPDPFと体重との相関係数は +0.83，95%の
信頼限界に於て上限 +0.92，下限 +0.6，1%の危険
率における有意水準 10.51 Iで EPDPFと体重とは
順相関が認められる。
然るに第2調査の未期には寄生鈎虫数が多いにも
か Lわらず虫体の発育も良好で多数の産卵を営んで
不受精卵包蔵雌鈎虫に就いてみると 6.0mmより
小なるはなく，体重も亦最小 0.5mgで充分に発育 
した鈎虫であって，受精能力はあるがその機会のな
かったものと思われる。
未熟卵包蔵雌鈎虫は体長 5.5mmから 8.6mm，
表 8. 
1 雌鈎虫数 | 
体長 (mm) i鈎虫性器内卵の状況 | 計
|戸間H! 不|未熟卵|卵なし(l
2.0"，，-， 2.9 
3.0~ 3.9 
4.0~ 4.9 
5.0~ 5.9 
人 l受精卵1/1'- W.~é1 PI é1 P Id-， L_..I。。。 1。。。 1。。。 1 
1 。 3 4 
1 
1 
1 
8 
6.0~ 6.9 
7.0~ 7.9 
25 
62 
7 
5 
4 
8 
1 37。75 
3132 
100 
いるものがあった。乙のことは後に考按で述べるが 8.0~ 8.9 
2感染の時期や鈎虫の年令とも関係があるのではない 9.0~ 9.9 
56かと思われる。	 10.0~10.9 
1 1.0~1 1.9 
次に第2調査に於て検卵法で虫卵を証明した犬23
12.0~12.9 
頭に発見された雌鈎虫 449匹に就いてその虫体内
13.0~13.9 
(性器内〉の虫卵の有無、及び虫卵のある場合はその
.14.0~14.9 
虫卵の発育状況を観察してみた。虫体性器内の卵の
計状況を四つに大別して， ①分裂卵が確認されるもー
4
・ゐ
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表 9. 第 2番目に属するものが多く，中でも 300から 500
体重 (mg) I 
雌鈎虫数 
鈎虫性器内卵の状況
| 
[ 計
に層するものが大部分で 100以下又は極めて多数と
云うものは比較的少い。第2調査での EPDPFの総
平均が 19739.6個と云う多数であるのに比べて虫体
|受精卵!受話卵岡村卵なしi。
0~0.4 5 
0.5~0.9 13 11 1 6944 
1.0~1.4 4 1167 1 173。。10221.5~1.9 100 。。。682.0~2.4 68 。192.5~2.9 。3.0~3.4 55 I 0 I 0 
一一一一
吐
1 	
Aハ4υ
内の虫卵は極めて少し、。これは探虫後虫体鏡検まで
に可成りの時間があった為保存容器中で産卵を行っ
たのかも知れなし、と思し、実験動物 No.127の寄生鈎
虫に就いて調査を行ってみた。即ち採虫後 0.9%食
塩水を入れた硝子容器に虫休を保存後 10時間で虫
体内卵数を数え硝子容器中の食塩水を遠沈して，そ
の沈澄中の虫卵数及び発生仔虫数を調べてみると表 
10の如く洗濯中の虫卵及び発生仔虫数は僅少にす
ぎなかった。前No.71の虫は虫体内虫卵数 100以
計 g ム噌噌 n yE ni 可U門 dA
A U 
口 可
せ斗 
・ ゐ  
体重 0.3mgより1.3mgの間にあって大部分は聞も
なく産卵を開始しはじめると思われるものであっ
た。
虫卵を全く欠除している雌鈎虫は体長 2.2mmよ
り8.2mm，体重 O.lmgより1.2mgの間にあり大
部分は未発育のものである。 1匹は O.lmgより小さ
く測定不能のものもあり叉 1匹だけは体長 8.2mm，
体重1.2mgもあり且つ虫体全体の弾力性も乏しく
老妻かと思われるもので、あった。
以上の結果より体長 6.0mm，体重 0.5mg vこ達す
ると一応犬鈎虫の雌は成熟したものと考えられる。
成熟雌鈎虫の平均体長は 8.2mm，体重の平均は1.5 
mgである。
前基本雌鈎虫の体長は正規確率紙による検定の結
果正規分布に近似する。休長の分布は図 17に示す。
虫体内の受精卵数を計測してみるに概算 100以
下， 100より 700(これ以上は殆んど数えられなしつ
及び極めて多くて数えられないものとに分類すると 
.図 
120 
100 
80 
60 
下で他はすべて 300 ~500の部類に属するものであ
る。以上の成績より宿主腸管内の鈎虫は小数ずつの
産卵を頻囲に行っているのではないかと推定され
る。
第 10.
表活穣に運動する鈎虫群
鈎虫体番号洗濯内虫卵数i、沈盗内仔虫数 
No.51 2 11 
No.62 1 3 
No.69 5 1 
NO.71 9 2 
活畿に運動しなし、鈎虫群 
No. 59 0 3 
No. 61 0 2 
No. 64 7 6 
No.65 1 1 
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第 4節小括並に考按 環境を克服する強い生活力を有し産卵機能も亦旺盛
宿主腸管内での犬鈎虫の行動，習性，生殖に関し なのではなし、かと思われる。
ては未だ充分に開明されていない。一般に生物側の 尿量の愛化は同量の飼料を与えても可成り大きな
条件が同一ならば至適環境下の生物が最も良く発育 愛動を示し，メタアグリール樹脂球による実験によ
し旺躍な生活現象を呈することは既に知られてい っても一定期間内に摂取したものが必ず一定期間内
る。鈎虫に於ても同様に至適環境下の鈎虫が最も圧 に尿内に現われるものでないことを示した。
!&.な生活現象を営み，多くの産卵を行うものと考え 今尿内虫卵数より寄生匹数を推定する場合には以
られる。然らば鈎虫にとっての至適環境とは何を指 下述べる条件カミ両足されていなければならなし、。即
すか。逆に悪環境とは如何なるものか，これを究明 ち 1匹の雌鈎虫は絶えず、一定期間内に一定数の産卵
するには腸管内の物理的化学的環境の諸要因並びに を行い，且つ産卵された鈎虫卵は腸管内で渋滞する
鈎虫にとっての食物の量と質，他寄生虫種との関係 ことなく腸内容物と共に連続的に排世され，然も排
あるいは敵生物との関係，宿主の抵抗力の存在等各 世尿内の虫卵は均等に分布される等である。然る化
種の問題の解析が行われなければならないが，少く 1匹の雌鈎虫の産卵数は寄生数だけを問題にしても
とも同一宿主に多くの鈎虫が寄生することは決して 一定数の産卵を営んでいるわけではない。更に鈎虫
至適環境ではなし、と思われる。即ちある個体群の棲 の年令，腸管内の物理的化学的条件等複雑な因子に
息密度の高低によってそれの属する個体の形態並に 左右されて産卵数は日により時によって安北するも
生理が強く影響を受けることに就いては，生態学の のと想像される。叉産卵された鈎虫卵も常に一定の
領域に於て各種の動物を用し、て詳細な研究があるの 条件の下に排J庄原内に現われるものでなし、とすれば
で，限られた腸管内に寄生する鈎虫に於ても適した 個々の宿主に寄生した鈎虫数の精確な推定は少くも
棲息密度が存在するであろうことは容易に想像され 尿内鈎虫卵数のみでは不可能であると思われる。
る。私の調査に於てもー宿主に多数の鈎虫が寄生す この点に就いて Smillie (1921)は排世尿内虫卵
ることにより発育は低下し産卵数も減少する事実が 数と感染鈎虫数との間に一般的法見IJを確立したが，
認められたのは，か Lる密度効果の存在を肯定して 個々のケースに就いては尿内虫卵数は寄生鈎虫数に
よし、。 、 対して信頼出来る推定量となり得ないと述べ，一
叉多数寄生になると略 EPDPFが平衡状態に達 Darlirig (1922)、も一定量尿内の虫卵数と駆虫され
することは，寄生と云う特殊な状態から考えると誠 た鈎虫数とは一致性のあることを発見したが，然し
に興味ある事実である。 大きな~動があり且つ単位尿内のー雌当り虫卵数に
第 2調査の末期に於て多数寄生にもか Lわらず発 斐化のあることを認めた。叉 H il1(1926)は Stoll
育も良好で産卵数も比較的多いものがあった。これ の成績を追試し全産卵数と鈎虫数との間に一定の
に就いては寄生している鈎虫の感染の時期つまり鈎 法則を認めたがこの場合は宿主の集団全体に寄生し
虫の年令や季節等に関係があるのではないかと思わ た鈎虫数の推定であって，個人の場合には余りに愛
れる。叉同数寄生の場合にも EPGPF，EPDPFは 化が大きいので感染数の確実な推定は出来ないと述
必ずしも同様な数値を示すわけではない。これを調 べているo f/iJ Stoll，Hi1lの示した指数は何れも多
査月日と寄生匹数及び EPDPFとの関係をみると 数寄生例から算出された，またま楼息密度と産卵数
調査の新期3月から 4月にかけて寄生数は次第に減 との聞に平衡状態が成立しているのでその限りに於
少し 5月から 6月と調査の末期に進むにつれて寄生 ては指数としての価値は認められるが，少数寄生に
数は再び増加の傾向を示してしる。野田は犬におし、 適用させるには更に検討を要すると考えられる。
て4月から寄生数の増加を認めたので感染後腸管に 之を要するに鈎虫の産卵は複雑な条件に左右され
達するまで 1ヵ月の間隔を必要とみなして感染の始 て常に一定数の産卵を行ってし、るのではなく叉一定
まる時期を 3月からとし犬鈎虫の寿命を約半年と記 期間に産卵された鈎虫卵のすべでが一定期間内の排 
載しているが，上記寄生数の増減もそれによって或 1I.tl:尿中に含有されるものでなく，従って個々の宿主
る程度説明される。更にこの仮定の上にたって推定 に寄生した鈎虫数の推定は EPGPF及び EPDPF
すると感染後日の浅い若い成熟鈎虫は多数寄生の悪 によっては不可能であると云わざるを得なし、。
JQd 千葉医学会雑誌
「 第 33巻
第 5章結 論
私は実験動物に犬を用いて排出尿内虫卵数を指数として犬鈎虫の産卵機能に就いて調査を行
った。塗抹法， Stoll法によって EPG，EPD，EPGPF，EPDPFの計測を行い可成り大きい誤
差変動はあったけれども犬鈎虫の産卵機能に就いて次の如き結論を得た。叉この調査により産
卵を行わない鈎虫の寄生があり検卵法のみでは確実な鈎虫寄生の事実を証明することが不可能
であることも分った。 
1)みかけの陰性 産卵を行わない鈎虫の寄生つまり雄鈎虫の単独寄生，幼若叉は老衰によ
って産卵能力なき雌鈎虫の寄生及び成熟雌鈎虫が寄生していても成熟雄鈎虫が寄生していない
か叉は寄生していても受精の機会がなく不受精卵のみを産卵し検卵法のみでは鈎虫寄生の事実
を証明出来ない場合があり，然もこのみかけの陰性が検卵法による虫卵陰性群中に占める頻度
が相当に高く叉みかけの陰性辞の大部分が不受精卵を産卵している雌鈎虫の寄生によるもので
あった。 
2)虫卵のみがし 排出尿内に鈎虫卵が混在していながら作成された標本内に虫卵がなく虫
卵陰性と判定したもの叉は標本内に虫卵があり乍ら之を発見出来ず虫卵陰性と判定したもの所
謂虫卵のみのがしは排出尿内虫卵密度が小である程増大するO 叉基本雌鈎虫 5匹以上寄生の場
合にはみのがしは起らなかったO
叉検査法別によるみのがし発生の頻度は塗抹法 1枚値に於て最も高く順次浮、説法 1本値， 
Stoll法 1回値と少くなり，塗抹法 3枚値，浮瀞法 3本値に於て更に減少し培養法 1，.3枚値に
於て最も少なかった。 
3) 排出原内虫卵数を Stol1法によって計測する場合， Stoll管 1本 1回検査のみでも可成
り精確な数値が計測出来た。排出尿内総虫卵数の日差変動が可成り大であるため EPGPF， 
EPDPFを計測する場合，同一尿の繰返し検査による平均値よりも何回か日を改めて尿を採集
し，検査して得た平均値の万がより精確な母平均の推定値として期待出来ることが判明した0 
4) 同一量の飼料を与ええでも異る動物聞に於ては勿論同一動物に於ても， 1日排池尿量は
一定の数値を示さず，同一性状の有形尿であっても可成りの日差変動を示した。 
5) 1日20万個のメタアク・リ{ル樹脂球を 1日2固に分けて服用せしめ第 3日より尿内に一
現われる樹脂球数を塗抹法及び Stoll法によって計測してみると服用量だけの樹脂球数は現わ
れずE差変動も大きな巾のあることが分った。この点よりみても一定期間内に産卵された鈎虫
卵は一定期間内の排出尿内にそのま L現われるものではないことが想像された。 
6) 尿内鈎虫卵数は寄生鈎虫数の増加により可成り急激に増加するが基本雌鈎虫数 10-15 
匹前後よりその増加率は次第に小さくなってくるO 従って EPGPF，EPDPFは寄生数の増加
により急激に減少し，基本雌鈎虫数 10--15匹前後よりや斗一定の数値を示すかの如くであるO 
7) 寄生鈎虫数と鈎虫体発育との関係をみると寄生鈎虫数の増加により体長・体重とも減少
し，寄生鈎虫数の増加は鈎虫体の発育に障碍を与えていることが推定された。' 
8) 寄生鈎虫体の発育と産卵機能との関係をみると体長・体重とも産卵数と順相関を示し体
4
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長・体重の減少はー雌鈎虫当り産卵数の低下を示した。
旬 以上の二点よりー宿主に寄生する鈎虫数の増加により各々の鈎虫はその発育が障害され
それに伴って産卵機能も亦低下する如くであるO 
10) 犬鈎虫の虫体内にある虫卵の状況より判断すると犬鈎虫の雌は体長 6.0mm，体重 0.5 
mgに達すれば・応成熟したものと考えられる。尚基本雌鈎虫の平均体長は 8.2mm，体重は 
1.5mgで、あった。 
11) 基本雌鈎虫の体長の分布は，ほほ正規曲線をなす。
摺隼するにあたり終始御懇篤なる御指導を頂いた，rÆl~11î柳沢利喜雄教長に深甚なる感謝を捧げま
す。叉研究中御支援を賜わった矢島ふき先生及び教室員各(立に併せて御礼を申上げます。
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